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潮来市日の出地区液状化対策事業効果検討委員会設置要綱

（設置）
第１条　この要綱は，液状化対策工事の地下水位低下工法による液状化対策効果の検証及び地盤沈下に伴う地盤変動等の影響の検証を行うため,潮来市日の出地区液状化対策事業効果検討委員会(以下「委員会」という。)を設置する。
（対策効果の評価）
第２条　委員会は，対策により確保された非液状化層厚や事業の効果等について以下のように評価及び対応をする。

　①各観測点の評価だけでなく，地区全体としての評価
　②地下水位及び地盤沈下の観測データを利用した総合的な評価
　③地下水位が予定よりも下がらなかった場合は，他の地震動による評価や判定方法の見直し

　④地下水位が予定よりも下がらなかった場合の原因の推定，追加対策の検討

（組織）
第３条　委員会は，別表に掲げる者をもって組織する。

（任期）

第４条　委員の任期は，委嘱の日から検証が終了した日までとする。

（委員長及び副委員長）

第５条　委員会に委員長及び副委員長を各１人置く。

２　委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。

　３　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は欠けたときは，その職務を代理する。

　（会議）
第６条　委員長は，委員会の会議（以下「会議」という。）を招集し，その議長となる。

　２　会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。

３　委員長は，必要があると認めるときは，委員会の会議に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことができる。

（庶務）
第７条　委員会の庶務は，復興工事推進事務所において処理する。

（雑則）
第８条　この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。

[附　則]

この要綱は，平成２８年４月１１日から施行する。
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